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始めは緊張して、上手く面接が出来なかったですが先輩の指導を受けながら

ケースの担当もしています。患者さんやご家族の気持ちを引き出すこと、

理解することは難しいですが、まずは患者さんを生活者として捉えること

気持ちに寄り添うことを大切に一つひとつのケースと向き合っていきたいと

思います。また、患者さんに顔を覚えてもらうため、積極的に病室に会いに

行き、コミュニケーションを図るように心がけています。

制度の勉強は難しく内容を理解するまでに

は時間がかかってしまいますが、分からな

い点は調べたり、先輩に教えてもらったり

しながら理解を深めています。また、ロー

ルプレイを通して、患者さんやご家族に分

かりやすく説明ができるようアドバイスを

もらっています。

入院患者さんの面接

多職種のスタッフの方と話すのは、まだまだ緊張します。

話しかける時少し勇気がいりますが、みなさん優しく接してくれます。

情報交換する中で、患者さんやご家族の気持ちや考えを伝えることに難しさ

を感じるとともに、退院支援を多職種と協働して行っていく上で、そうした

働きかけもMSWの役割の一つであると

実感しています。

看護師さんと情報交換しています

先輩MSWさんより制度を教えてもらっています

４月から　新社会人として新人MSWとして頑張っている

片岡さんの近況報告です。素敵な笑顔で頑張ってくれています。

患者さんに寄り添えるMSWを目指して・・

MSWとして働き始め、早くも３ヶ月が経ちました。まだまだ分か

らないことや慣れないことばかりで、毎日が緊張と不安の連続です

が、先輩方が優しくて丁寧に教えて下さり助けてもらっています。

これからも日々の積み重ねを大切にし、少しでも早く患者さんやご

家族の気持ちに寄り添える立派はMSWになれるよう頑張ってい

きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　MSW　片岡彩季


